
『
唯
心
房
集
』
所
収
今
様
に
つ
い
て
の
妄
察

-
　
寂
然
自
作
の
可
能
性
　
-
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卿

は

　

じ

　

め

　

に

平
安
後
期
の
、
寂
念
・
寂
超
と
な
ら
ぷ
常
磐
三
寂
三
兄
弟
の
一
人
寂
然
　
(
俗

名
'
藤
原
頼
業
)
　
は
、
勅
撰
歌
人
と
し
て
名
の
知
れ
た
人
物
で
あ
る
。
『
千
載

和
歌
集
』
以
下
に
四
八
首
入
集
し
て
お
り
'
ま
た
多
く
の
私
撰
集
に
も
採
ら
れ

る
な
ど
、
当
時
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
歌
人
で
あ
っ
た
。
西
行
と
は
信
仰
・
和

歌
の
両
面
に
お
い
て
深
い
交
友
関
係
を
持
ち
'
二
人
の
交
わ
し
た
贈
答
歌
は
数

多
く
存
し
て
い
る
。
寂
然
の
詠
作
は
ー
家
集
『
唯
心
房
集
』
　
(
以
下
『
唯
心
房

(・・・・・)

集
』
I
と
称
す
る
)
と
'
法
文
歌
・
今
様
八
〇
首
を
収
め
た
別
系
統
の
『
唯
心

房
張
』
　
(
以
下
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
と
称
す
る
)
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
寿
永
百
首

の
1
つ
で
あ
る
『
寂
然
法
師
集
』
'
寂
然
の
釈
教
歌
1
0
0
首
を
収
め
た
『
法

門
百
首
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
で
'
『
法
門
百
首
』
は
~

『
新
古
今
和
歌
集
』
の
入
集
歌
選
定
の
際
の
資
料
と
な
り
'
百
首
の
う
ち
l
二

首
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
'
当
時
と
し
て
は
非
常
に
高
い
評
価
を
得
て
い
た
と
思

わ
れ
る
o
ま
た
'
そ
の
ほ
か
に
も
旺
盛
な
詠
作
活
動
を
見
せ
、
家
集
が
撰
集
さ

れ
る
そ
の
前
か
ら
す
で
に
別
の
家
集
が
自
撰
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
て

(
2
)

い
る
。本

稿
で
は
、
多
く
の
寂
然
の
歌
集
の
う
ち
'
特
に
'
法
文
歌
と
今
様
と
を
収

め
た
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
行
い
た
い
。
こ
の
先
は
、
十

重
禁
戒
・
十
法
界
・
十
如
是
を
詠
ん
だ
三
〇
百
の
法
文
歌
と
五
〇
百
の
今
様
に

ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
特
異
な
集
で
あ
る
。
こ
の
集
の
成
立
に
関
し
て
は
、

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
な
る
と
'
こ
の
集
に
収
め
る
作
品
が
本
当
に

寂
然
の
作
な
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
当
初
こ
の
先
は
、
寂
然
自
作
の

も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
が
、
近
年
の
諸
研
究
で
は
、
寂

然
自
作
と
認
め
て
い
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
'
稿
者
は
'
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ

の
詞
章
に
は
勅
撰
集
や
家
集
な
ど
の
寂
然
の
歌
の
表
現
と
著
し
く
近
い
も
の
が

多
く
存
し
て
お
り
ー
寂
然
の
実
作
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本

稿
は
寂
然
の
実
作
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
手
順
と
し
て
'

『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
と
寂
然
の
歌
と
を
比
べ
な
が
ら
'
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
が
寂
然

自
作
の
集
で
あ
る
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。

一
　
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
寂
然
自
作
の
可
能
性

『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
作
者
や
成
立
に
関
し
て
、
管
見
に
入
っ
た
論
文
や
文
学

辞
典
類
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
年
代
を
追
っ
て
示
す
。

・
(
前
略
)
出
家
し
て
唯
心
坊
と
称
L
t
寂
然
を
法
名
と
し
た
。
家
集
に
'

寂
然
法
師
集
・
法
門
百
首
・
唯
心
房
集
が
あ
る
。
特
に
唯
心
房
集
は
和
歌

三
十
首
'
今
様
歌
五
十
首
を
収
め
て
い
る
が
、
か
よ
う
に
沢
山
の
今
様
歌
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gj:

を
作
っ
た
こ
と
は
珍
し
い
。
　
　
　
　
　
　
(
玉
井
幸
助
氏
、
昭
　
　
o
o
)

・
寂
然
(
輪
業
)
の
歌
集
・
今
様
集
。
(
中
略
)
特
に
今
様
は
『
梁
塵
秘
抄
』

以
外
の
多
数
の
今
様
の
集
成
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
t
 
F
秘
抄
』
と
1
首

重
禎
し
て
も
い
る
。
朗
詠
や
和
歌
を
巧
み
に
和
ら
げ
用
い
た
優
雅
な
作
が

多
い
。
な
お
ー
和
歌
や
一
六
三
百
を
収
め
た
同
名
の
苔
を
名
古
屋
関
戸
家

蔵
。
坊
門
局
撃
で
も
定
家
が
巻
首
に
寂
然
の
経
歴
を
記
し
て
い
る
。
召
道

史
上
で
も
注
目
す
べ
き
苔
で
あ
る
。

(
新
聞
進
1
氏
'
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
昭
　
　
-
)

・
(
前
略
)
　
も
ち
ろ
ん
今
様
か
ら
和
歌
を
作
る
こ
と
も
想
像
さ
れ
愛
詞
句
を

記
載
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
'
あ
る
い
は
寂
然
の
作
か
、
と
い
う
可
能

性
も
技
る
。

本
集
の
題
と
t
 
r
唯
心
房
集
(
高
)
」
が
同
題
で
あ
り
'
元
来
1
本
だ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
(
橋
本
不
美
男
氏
)
。
こ
の
推
測
に
立
て
ば
本
集
が
「
唯

心
房
集
(
高
)
」
　
の
巻
頭
も
し
く
は
'
巻
末
、
に
散
在
し
た
か
、
あ
る
い
は
も

本
文
中
に
集
中
的
に
含
ま
れ
て
い
た
か
の
三
通
り
或
い
は
四
退
り
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
が
'
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
、
内
容
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
'

巻
頭
、
本
文
中
は
不
可
能
で
'
1
本
を
成
し
て
い
た
と
す
る
と
巻
末
に
置

か
れ
て
い
た
と
す
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
が
確
証
は
見
出
せ
な
い
。(

T
)

(
武
田
容
子
氏
'
昭
5
-
c
o
)

・
(
前
略
)
前
半
が
釈
教
歌
(
三
〇
首
)
'
後
半
が
今
様
五
〇
首
で
、
後
者
は
'

梁
塵
秘
抄
に
み
え
る
も
の
も
含
ま
れ
'
寂
然
作
か
寂
然
の
愛
唱
歌
を
収
録

し
た
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
歌
謡
研
究
史
上
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
ー

(
中
略
)
　
成
立
年
時
未
詳
。

(
井
上
宗
雄
氏
、
『
私
家
集
大
成
』
中
世
I
解
題
　
昭
　
　
サ
ー
)

・
今
様
に
も
仏
教
色
が
退
く
'
唱
導
の
た
め
の
歌
集
の
ご
と
き
趣
を
有
す
。

た
だ
今
様
は
'
『
染
腔
秘
抄
』
所
収
の
も
の
も
見
ら
れ
る
の
で
、
す
べ
て

を
寂
然
の
作
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
成
立
年
時
は
未
詳
。
も
と
も

と
は
関
戸
本
系
の
本
と
合
わ
せ
て
一
巻
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
が
'

そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
成
立
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。

(
安
田
純
生
民
'
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
昭
　
　
<
M
)

・
今
様
は
'
隠
遁
の
境
遇
や
心
境
を
述
べ
た
寂
然
作
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ

る
が
'
梁
塵
秘
抄
と
重
複
す
る
も
の
を
含
み
'
寂
然
愛
唱
の
今
様
を
収
録

し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
(
中
村
文
氏
、
『
和
歌
大
辞
典
』
昭
S
・
"
)
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こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
作
者
や
成
立
に
関
し
て
言
及
し
て

い
る
も
の
が
存
す
る
と
思
う
が
ー
右
を
眺
め
て
み
る
と
、
大
ま
か
な
流
れ
は
つ

か
む
こ
と
が
で
き
る
。
当
初
は
寂
然
が
こ
の
集
の
作
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

た
よ
う
だ
が
'
次
第
に
認
め
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
な
観
が
あ
る
の
で
あ
る
。
い

ち
ば
ん
新
し
い
『
新
編
国
歌
大
槻
』
第
七
巻
の
解
題
　
(
松
野
陽
l
氏
ー
平
元
・

4
)
　
さ
え
も
'
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
言
及
を
避
け
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
は
三
〇
首
の
釈
教
歌
と
五
〇
首
の
今

様
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
釈
教
歌
三
〇
首
の
う
ち
'
勅
撰
集
に
六
首
採
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
『
新
古
今
和
歌
集
』
釈
教
郡
に
四
首
採
ら
れ
て
い
る
。
『
新

古
今
和
歌
集
』
に
は
'
寂
然
の
歌
が
l
四
首
入
集
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
1
二
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育
(
1
二
五
1
-
l
九
五
五
'
1
九
五
七
、
1
九
五
九
～
1
九
六
四
)
が
釈
教
歌

で
あ
り
'
当
時
、
寂
然
の
歌
は
釈
教
歌
を
中
心
に
高
い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
寂
然
の
釈
教
歌
の
う
ち
ー
前
の
八
首
は
『
法
門
百
百
』
の
歌

で
、
残
り
の
四
首
は
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
(
通
し
番
号
で
一
～
三
、
五
)
の
釈
教
歌

の
歌
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
入
集
歌
選
定
の
際
に

寂
然
の
両
集
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
と
す
る

と
'
こ
れ
ら
の
両
集
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
成
立
　
(
元
久
元
年
二
二
〇
四
)

後
鳥
羽
院
の
下
命
か
ら
建
保
五
年
(
一
二
一
六
)
和
歌
所
の
証
本
と
な
る
ま
で

1
六
年
か
け
て
完
成
)
　
以
前
に
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
『
法
門

百
首
』
の
成
立
に
関
し
て
は
、
保
元
の
乱
が
起
き
た
二
五
六
年
か
ら
崇
徳
院

崩
御
の
二
六
四
年
の
間
に
'
讃
岐
の
崇
徳
院
を
慰
め
る
た
め
に
寂
然
自
身
が

企
画
し
て
、
そ
れ
に
何
人
か
　
(
稿
者
注
‥
崇
徳
院
・
寂
超
・
源
季
広
・
索
覚
・

惟
方
な
ど
-
現
在
は
そ
の
一
部
が
勅
撰
集
な
ど
に
見
え
る
)
が
加
わ
っ
て
次
々

f
u
i
)

に
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
t
　
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
寂
然
は
ー
久
寿

Q

年
間
(
二
五
四
～
一
一
五
六
)
以
前
に
出
家
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
、
釈

教
歌
を
中
心
に
旺
盛
な
詠
作
活
動
を
行
い
、
『
法
門
百
首
』
の
成
立
を
見
た
。

『
唯
心
1
晩
集
』
Ⅱ
の
釈
教
歌
の
成
立
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
釈
教
歌
に
続
く

今
様
に
は
『
唯
心
房
集
』
I
(
二
六
二
～
二
六
七
)
の
歌
を
典
拠
に
し
て
作

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
(
四
九
番
ー
四
節
で
説
明
)
が
存
す
る
の
で
、
大
ま
か

な
が
ら
『
唯
心
房
集
』
I
の
成
立
と
『
新
古
今
和
歌
集
』
成
立
の
間
に
作
ら
れ

た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

先
述
し
た
論
文
や
文
学
辞
典
類
の
記
述
に
も
釈
教
歌
三
〇
首
が
寂
然
自
作
の
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歌
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
'
特
別
の
異
論
は
な
い
。
し
か
し
'
今
様
だ
け
を

取
り
上
げ
て
、
そ
れ
が
寂
然
自
作
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
念
を
抱
く
の
は
如

何
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
別
の
も
の
で
あ
っ
た
の
を
誰
か
が
筆
写
の
過
程
で

く
っ
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
最
初
か
ら
二
つ
が
一
緒
に
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
見
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

次
に
『
唯
心
房
集
』
　
Ⅱ
所
収
の
今
様
が
寂
然
自
作
で
あ
る
可
能
性
を
今
様
の

詞
章
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

二
　
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
所
収
今
様
と
和
歌
と
の
関
係

『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
今
様
に
は
'
和
歌
に
類
似
し
て
い
る
表
現
が
多
く
'
作

者
が
意
識
的
に
そ
れ
ら
の
和
歌
を
今
様
中
に
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
作
者
が
寂
然
自
身
と
想
定
す
れ
ば
'
そ
れ
は
彼
が
歌
人
で
あ
る
こ
と
が

影
響
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
今
様
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
和
歌
は
、

人
口
に
胸
炎
し
た
有
名
な
古
歌
や
、
寂
然
と
近
い
時
代
の
歌
人
の
新
作
の
歌
な

ど
で
あ
る
。
寂
然
自
身
の
歌
も
含
ま
れ
て
い
る
。
前
者
の
有
名
な
古
歌
に
類
似

し
て
い
る
今
様
や
新
作
の
歌
を
取
り
入
れ
た
今
様
は
、
『
梁
塵
秘
抄
』
巻
一
・

巻
二
や
『
古
今
目
録
抄
』
料
紙
所
収
の
今
様
'
『
宝
笹
院
陀
羅
尼
経
』
-
所
収
の

(
7
)

今
様
な
ど
'
多
く
の
今
様
集
に
そ
の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
後
者
の
寂
然
の
歌
を
取
り
入
れ
た
今
様
に
関
し
て
は
'
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ

の
作
者
が
明
ら
か
で
は
な
い
現
在
'
明
確
な
言
及
は
避
け
る
が
、
集
中
的
に
寂

然
の
歌
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
は
、
他
の
今
様
集
に
は
見
ら
れ
な
い
、
『
唯
心

房
集
』
Ⅱ
だ
け
に
見
ら
れ
る
独
特
の
も
の
と
言
え
る
。

ま
ず
'
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
今
様

と
和
歌
と
の
関
連
に
つ
い
て
'
そ
の
典
拠
と
言
え
る
も
の
を
表
に
し
た
　
(
二
八

～
二
九
頁
の
表
参
照
)
。

表
で
使
用
し
た
略
称
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

・
古
今
　
-
『
古
今
和
歌
集
』

・
後
撰
　
-
『
後
撰
和
歌
集
』

・
拾
遺
　
-
　
『
拾
遼
和
歌
集
』

・
後
拾
遺
1
『
後
拾
遺
和
歌
集
』

・
金
葉
　
-
　
『
金
柔
和
歌
集
』

・
千
載
　
-
　
『
千
載
和
歌
集
』

・
新
古
今
-
　
『
新
古
今
和
歌
集
』

・
続
後
撰
-
『
続
後
撰
和
歌
集
』

・
続
詞
花
-
『
続
詞
花
和
歌
集
』

・
月
詣
　
-
『
月
詣
和
歌
集
』

・
万
代
　
-
　
『
万
代
和
歌
集
』

・
和
漢
　
-
『
和
漢
朗
詠
集
』

・
唯
心
　
-
　
『
唯
心
房
集
』
　
I

・
法
門
　
-
　
『
法
門
百
首
』

『
唯
心
房
集
』
　
Ⅱ
の
今
様
は
五
〇
首
で
あ
る
が
'
こ
の
う
ち
'
表
に
示
し
た

よ
う
に
今
様
の
創
作
に
か
か
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
和
歌
を
提
示
で
き
る
今
様

は
二
八
首
で
あ
り
、
和
歌
が
今
様
創
作
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
表
に
つ
い

て
少
し
説
明
を
加
え
る
。
表
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
第
1
の
グ
ル
ー

プ
は
'
明
ら
か
に
人
口
に
胎
失
し
た
有
名
な
古
歌
を
利
用
し
て
今
様
化
し
た
も

の
や
'
新
作
の
歌
を
取
り
入
れ
て
今
様
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
挙
げ
'

第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
漢
詩
、
特
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
　
の
漢
詩
を
利
用
し
て
今

様
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
、
さ
ら
に
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
'
寂
然
の
歌

と
今
様
と
が
類
似
し
て
い
る
も
の
を
挙
げ
た
。
(
　
)
は
、
『
法
門
百
首
』
　
の

歌
な
い
し
歌
注
に
今
様
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
も
の
に
付
け
た
。
第
1
の
グ
ル

ー
プ
と
第
1
1
の
グ
ル
ー
プ
は
'
明
ら
か
に
典
拠
と
言
い
得
る
が
'
第
三
の
グ
ル

30



-
プ
は
'
今
様
と
和
歌
と
の
前
後
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

自
分
の
歌
を
今
様
化
し
た
場
合
と
今
様
を
自
分
の
歌
に
し
た
場
合
と
の
明
確
な

判
断
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
関

し
て
も
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

次
節
で
は
'
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
所
収
の
今
様
が
寂
然
の
実
作
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
表
の
う
ち
、
寂
然
の
自
作
の
歌
と
今
様
と
の
比
較
を

行
う
た
め
に
用
例
を
挙
げ
る
。

三
　
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
所
収
今
様
と
寂
然
自
作
の
歌
と
の
比
較

稿
者
は
、
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
所
収
今
様
の
詞
章
と
表
現
の
類
似
が
見
ら
れ
る

歌
を
す
べ
て
検
出
し
'
そ
の
用
例
の
中
で
最
も
類
似
し
て
い
る
表
現
の
歌
を
抽

出
し
た
。
ま
た
'
表
現
の
類
似
は
見
ら
れ
な
く
と
も
'
同
じ
趣
向
を
有
し
て
い

る
歌
を
掲
出
し
た
。
そ
れ
ら
を
比
較
し
て
、
最
も
類
似
し
て
い
る
も
の
を
見
る

と
、
圧
倒
的
に
寂
然
の
歌
が
多
く
浮
上
し
た
。
以
下
に
挙
げ
た
用
例
は
'
『
唯

心
房
集
』
Ⅲ
所
収
今
様
と
寂
然
の
和
歌
と
の
間
に
、
表
現
の
類
似
が
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

つ
る

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
二
十
・
釈
教
・
1
九
六
四

不
朽
酒
戒

花
の
も
と
つ
ゆ
の

ぜ

(
寂
然
法
師
)

な
さ
け
は
ほ
ど
も
あ
ら
じ
ゑ
ひ
な
す
す
め
そ
春
の
山

※
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
春
興
二
八

花
の
下
に
甲
ら
む
こ
と
を
忘
る
る
は
美
景
に
因
っ
て
な
り
　
楓
面
細
田
醜

ひ
を
勧
む
る
は
こ
れ
春
の
風
自

(
花
下
忘
原
因
美
景
　
樽
前
勤
酔
是
春
風
白
)

≡
　
た
ち
う
き
は
な
の
　
も
と
な
れ
ば
　
か
へ
る
事
こ
そ
　
わ
す
れ
ぬ
れ
　
醇

の
ま
へ
に
は
　
な
さ
け
あ
り

『
唯
心
房
集
』
　
二
二

(
春
の
う
た
の
な
か
に
)

サ
)

ゑ
ひ
を
す
す
む
る
　
は
る
の
か
ぜ

く
ら
ち
る
こ
の
も
と
は
た
ち
う
く
て
や
す
む
と
な
し
に
日
を
く
ら
し

三
七
　
月
す
む
あ
き
を
ば
　
さ
て
お
き
つ
　
き
月
や
み
こ
そ
　
た
だ
な
ら
ぬ
　
は

な
た
ち
ば
な
の
　
か
を
る
か
に
　
な
ご
り
お
は
か
る
　
郭
公

・
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
二
十
・
釈
教
・
l
九
五
三
(
『
法
門
百
首
』
　
1
五
)

栴
把
番
凪
、
悦
可
衆
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
寂
然
法
師
)

吹
く
風
に
は
な
た
ち
ば
な
や
に
は
ふ
ら
む
昔
お
ぼ
ゆ
る
け
ふ
の
庭
か
な

・
『
唯
心
房
先
』
三
五

(
夏
の
う
た
)

な
つ
か
し
き
こ
ゑ
の
に
は
ひ
は
ほ
と
と
ぎ
す
は
な
た
ち
ば
な
に
ね
ぐ
ら
す

れ
ば
か

※
『
千
載
和
歌
集
』
巻
三
・
夏
二
七
六

百
首
歌
め
し
け
る
時
、
花
橘
の
歌
と
て
よ
ま
せ
給
う
け
る

崇
徳
院
御
製
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五
月
雨
に
は
な
た
ち
は
な
の
か
を
る
夜
は
月
す
む
秋
も
さ
も
あ
ら
は
あ
れ

『
古
今
和
歌
集
』
巻
三
・
夏
・
二
二
九
　
(
『
伊
勢
物
語
』
六
〇
段
)

(
題
し
ら
ず
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
み
人
し
ら
ず

さ
つ
き
ま
つ
花
橘
の
か
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
か
ぞ
す
る

公
実
卿
の
家
に
て
対
水
待
月
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る
　
藤
原
基
俊

夏
の
夜
の
月
ま
つ
ほ
ど
の
て
ず
さ
み
に
い
は
も
る
し
み
づ
い
く
む
す
び
し

つ

三
九
　
あ
る
か
な
き
か
の
　
世
中
を
　
な
に
に
か
た
と
へ
て
　
お
も
ふ
べ
き
　
い

は
も
る
し
み
づ
に
　
や
ど
り
つ
つ
　
む
す
べ
ど
と
ら
れ
ぬ
　
月
の
か
げ

・
『
法
門
百
首
』
恋
・
六
九

止
四但

念
寂
滅
不
念
余
事

い
づ
く
に
か
心
を
よ
せ
む
う
き
な
み
の
有
る
か
な
き
か
に
思
ひ
し
づ

四
〇
　
あ
き
の
は
つ
か
ぜ
　
た
ち
ぬ
れ
ば
　
こ
と
し
も
な
か
ば
に
　
な
り
に
け
り

お
は
く
の
と
し
月
　
な
に
を
し
て
　
こ
と
ぞ
と
も
な
く
　
す
ぐ
す
ら
ん

・
『
千
載
和
歌
集
』
巻
四
・
秋
上
二
二
二
〇

初
秋
の
心
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寂
然
法
師

秋
は
き
ぬ
と
し
も
な
か
ば
に
す
ぎ
ぬ
と
や
荻
ふ
く
か
ぜ
の
お
ど
ろ
か
す
ら

ん

止
観
を
修
す
る
人
'
た
だ
法
性
の
理
を
思
ひ
て
'
余
念
ま
じ
へ
ざ
れ
と

い
ふ
な
り
'
あ
る
か
な
き
か
に
思
ふ
ら
ん
は
'
中
道
の
理
に
こ
こ
ろ
を

と
ど
む
る
に
や

『
唯
心
房
集
』
　
四
三

(
あ
め
の
う
ち
の
な
で
し
こ
)

月
の
も
る
い
は
ま
の
し
水
む
す
ぶ
よ
は
こ
こ
ろ
の
う
ち
も
す
ず
し
か
り
け

り
※
　
『
後
撰
和
歌
集
』
　
巻
十
八
・
雑
四
・
一
一
六
四

(
超
し
ら
ず
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
よ
み
人
し
ら
ず
)

世
中
と
い
ひ
つ
る
も
の
か
か
げ
ろ
ふ
の
あ
る
か
な
き
か
の
ほ
ど
に
ぞ
有
り

け
る

・
『
金
菓
和
歌
集
』
　
巻
二
・
夏
・
1
五
四

四
一
ち
ぐ
さ
に
に
は
へ
る
　
あ
き
の
の
の
　
は
な
は
い
づ
れ
も
　
み
に
ぞ
し
む

む
な
し
き
い
ろ
ぞ
と
　
お
も
は
ね
ば
　
こ
れ
ゆ
ゑ
生
死
に
　
か
へ
る
な
り

・
『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
七
・
雑
中
・
一
〇
六
八

よ
を
そ
む
き
て
ま
た
の
と
し
の
は
る
'
花
を
み
て
よ
め
る寂

然
法
師
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こ
の
春
ぞ
お
も
ひ
は
か
へ
す
さ
く
ら
花
む
な
し
き
色
に
そ
め
し
こ
こ
ろ
を

『
法
門
百
首
』
春
・
九

花
有
着
身
不
著
身

諸
人
の
つ
ら
ぬ
る
袖
に
散
り
か
か
る
花
も
わ
き
て
ぞ
身
に
は
し
み
け
る

是
を
お
な
じ
む
ろ
に
天
女
の
散
ら
す
る
は
な
、
菩
薩
の
衣
に
は
つ
か
ず
'

二
乗
の
衣
に
は
つ
け
り
'
ま
ど
ひ
を
し
め
す
花
な
れ
ば
、
い
ま
だ
界
外



の
ま
ど
ひ
を
だ
ん
ぜ
ぬ
人
の
み
に
つ
き
し
な
り

四
凹
　
あ
れ
た
る
す
み
か
を
　
き
て
見
れ
ば
　
ま
が
き
に
う
つ
し
て
　
き
み
が
う

ゑ
し
　
ひ
と
む
ら
す
す
き
　
む
し
の
ね
の
　
し
げ
き
の
べ
と
ぞ
　
な
り
に

け
る

・
『
唯
心
房
集
』
五
四
～
五
六

(
秋
の
歌
の
中
に
)

い
づ
か
た
か
人
の
か
よ
ひ
し
み
ち
な
ら
ん
に
は
は
さ
な
が
ら
u
~
捌
~
の
創
刊
日

刊
剖

四
五
　
よ
も
に
こ
の
は
は
　
ち
り
ま
が
ひ
　
ゆ
ふ
べ
の
こ
が
か
ら
し
　
み
に
し
め

ど
　
お
も
ふ
こ
と
な
き
　
人
に
な
は
　
あ
き
の
あ
ー
ま
れ
も
　
し
ら
じ
か
し

・
『
唯
心
房
集
』
　
1
四
〇
・
一
四
一

よ
し
だ
の
斎
宮
か
く
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
つ
ぎ
の
と
し
の
神
な
月
の
こ

ろ
'
お
は
む
は
て
な
ど
す
ぎ
に
け
れ
ば
さ
ぶ
ら
ふ
人
人
ま
か
り
い
づ

と
き
き
て
、
あ
ひ
し
れ
り
け
る
人
の
も
と
へ
い
ひ
お
く
り
け
る

よ
も
ぎ
ふ
に
な
り
ゆ
く
や
ど
は
き
り
ぎ
り
す
な
く
ね
を
と
こ
の
も
の
と
こ

そ
き
け

む
し
の
ね
は
の
べ
に
ゆ
き
て
ぞ
き
き
し
か
ど
い
ま
は
ま
が
き
を
人
や
た
づ

ね
む

※
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
六
・
哀
傷
・
八
五
三

藤
原
の
と
し
も
と
の
朝
臣
の
右
近
中
将
に
て
す
み
侍
り
け
る
ざ
う
し

の
身
ま
か
り
て
の
ち
人
も
す
ま
ず
な
り
に
け
る
を
'
秋
の
夜
ふ
け
て

も
の
よ
り
ま
う
で
き
け
る
つ
い
で
に
見
い
れ
け
れ
ば
'
も
の
あ
り
し

せ
ん
ざ
い
も
い
と
し
げ
く
あ
れ
た
り
け
る
を
見
て
'
は
や
く
そ
こ
に

侍
り
け
れ
ば
む
か
し
を
思
ひ
や
り
て
よ
み
け
るみ

は
る
の
あ
り
す
け

き
み
が
う
ゑ
し
ひ
と
む
ら
す
す
き
虫
の
ね
の
し
げ
き
の
べ
と
も
な
り
に
け

る
か
な

き
み
ま
さ
で
よ
も
に
こ
の
は
も
わ
か
る
べ
き
や
ど
の
し
ぐ
れ
を
お
も
ひ
こ

そ
や
れか

へ
し

し
ぐ
れ
つ
つ
よ
も
に
こ
の
は
の
ち
る
ほ
ど
は
つ
る
の
は
や
し
も
か
く
や
と

ぞ
お
も
ふ

『
法
門
百
首
』
秋
二
二
〇

序
品経

行
林
中

紅
葉
ば
の
ち
る
木
の
本
を
詠
む
れ
ば
色
に
め
づ
と
や
人
は
み
る
ら
ん

百
毛
の
ひ
か
り
に
さ
ま
ざ
ま
の
事
み
ゆ
る
有
さ
ま
を
と
け
る
中
に
'
菩

薩
の
林
の
中
に
行
じ
て
仏
道
修
す
る
こ
と
を
あ
か
す
文
な
り
ー
あ
ら
し

の
松
に
お
つ
る
こ
の
菜
も
'
観
恵
を
す
す
む
る
た
よ
り
な
る
を
、
衆
会

の
中
に
機
見
こ
と
な
れ
ば
ー
た
だ
秋
の
色
を
を
し
む
か
と
あ
さ
く
み
る

人
も
や
有
り
け
む
と
ー
う
た
が
へ
る
に
ぞ
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四
六
　
ま
て
ど
も
ま
て
ど
も
　
き
み
は
こ
で
　
さ
よ
も
な
か
ば
に
　
す
ぎ
に
け
り



を
ぎ
の
は
そ
よ
め
く
　
か
ぜ
の
お
と
は
　
こ
ぬ
ひ
と
よ
り
も
　
う
ら
め
L

や
『
唯
心
房
集
』
　
(
宍
)

(
秋
の
歌
の
中
に
)

る
技
ん
の
燈
の
壁
に
背
け
た
る
影
　
所
々
た
る
暗
き
雨
の
窓
を
打
つ
戸

上
肌
人

自

(
秋
夜
長
　
々
々
無
眠
天
不
明
　
耽
々
残
燈
背
壁
影
　
前
々
暗
雨
打
窓
声

㌔
人
)

を
ぎ
の
は
の
そ
よ
ぐ
に
い
ま
は
お
ど
ろ
か
ず
人
の
わ
け
く
る
な
ら
ひ
な
け

~
¥
i

※
『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
三
・
恋
三
・
八
三
三

三
百
六
十
首
の
な
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
禰
好
思

わ
が
せ
こ
が
き
ま
さ
ぬ
よ
ひ
の
秋
風
は
こ
ぬ
人
よ
り
も
う
ら
め
し
き
か
な

宍
　
冬
の
け
し
き
に
　
な
り
ぬ
れ
ば
　
お
は
は
ら
や
ま
こ
そ
　
あ
は
れ
な
れ

ま
き
の
す
み
や
く
　
す
み
が
ま
に
　
ゆ
き
ま
を
わ
け
つ
つ
　
け
ぶ
り
た
つ

・
『
唯
心
房
集
』
一
三
三

閑
居
冬
日

四
七
　
ひ
と
り
物
お
も
ふ
　
あ
き
の
よ
は
　
ま
ん
ま
ん
と
し
て
ぞ
　
あ
け
が
た
き

ま
た
た
く
と
も
し
火
　
は
の
か
に
て
　
し
づ
か
に
ま
ど
う
つ
　
あ
め
の
こ

ゑ
・
『
法
門
百
首
』
秋
二
一
八

t
a
a

故
仏
説
為
生
死
長
夜

秋
の
夜
の
あ
く
る
ま
つ
だ
に
あ
る
も
の
を
い
か
に
す
ぎ
に
し
夢
の
中
ぞ
も

な
が
め
や
る
封
噛
瑚
引
刊
封
の
な
ぐ
さ
め
は
た
つ
召
叫
珊
瑚
引
ば

か
り
か

四
九
　
ひ
と
り
見
ま
う
き
　
あ
た
ら
よ
の
　
月
と
ゆ
き
と
を
と
　
お
も
へ
ど
も

あ
は
れ
し
る
べ
き
　
ひ
と
も
な
き
　
し
ぼ
の
い
ほ
こ
そ
　
か
ひ
な
け
れ

・
『
唯
心
房
集
』
　
l
二
八
～
二
二
〇

(
冬
の
う
た
の
中
に
)
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(
前
略
)
或
は
か
べ
に
そ
む
け
た
る
と
も
し
火
の
ほ
の
か
な
る
か
げ
に

思
ひ
を
よ
そ
へ
て
も
'
長
夜
の
晴
の
う
ち
に
ひ
さ
し
く
ま
よ
へ
る
事
を

・

'

-

∵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

.

.

r

.

.

,

-

;

;

;

-

.

-

(

I

-

,

:

L

 

L

'

サ

ー

'

-

-

"

中
有
の
旅
の
空
に
独
い
で
ん
事
を
欺
く
べ
き
な
り

※
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
・
秋
夜
二
二
二
三

秋
の
夜
長
し
　
夜
長
く
し
て
眠
る
こ
と
な
け
れ
ば
天
も
明
け
ず
　
耽
々
た

た
づ
ぬ
べ
き
と
も
し
な
け
れ
ば
あ
た
ら
よ
の
月
と
ゆ
き
と
を
一
人
見
る
か

な-
t
,
.
∴
蝣
'
)
'
.
 
'
　
　
「
I
∴
　
、
」
・
-
;
'
.
.
.
.
J
.
.
 
"
,
*
い
　
　
　
に
.
 
'
2
*
蝣
j
-
*

ら
ゆ
き

ふ
み
わ
け
て
く
る
人
も
な
き
に
は
の
ゆ
き
は
た
だ
お
は
か
た
に
あ
は
れ
と

ぞ
見
る



※
『
後
撰
和
歌
集
』
巻
三
・
春
下
二
〇
三
　
(
『
信
明
集
』
九
九
)

月
の
お
も
し
ろ
か
り
け
る
夜
、
は
な
を
見
て
　
　
源
さ
ね
あ
き
ら

あ
た
ら
夜
の
月
と
花
と
を
お
な
じ
く
は
あ
は
れ
し
れ
ら
ん
人
に
見
せ
ぼ
や

五
〇
　
し
づ
か
に
ね
ぎ
め
て
　
つ
く
づ
く
と
　
は
か
な
き
こ
の
よ
を
　
お
も
ふ
ま

に
　
よ
や
あ
け
が
た
に
　
な
り
ぬ
ら
ん
　
か
も
の
か
は
ら
に

E
K
S
岩
間

て

く
も
ゐ
に
て
む
か
し
な
が
め
し
月
の
み
や
た
び
の
そ
ら
に
も
は
な
れ
ざ
る

ら
ん『

法
門
百
首
』
無
常
・
八
八
　
(
『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
九
二
二
五
一
)

不
滅
不
久
燃

煙
だ
に
し
ば
し
た
な
び
け
と
り
べ
山
立
ち
わ
か
れ
に
し
形
み
と
も
み
む

く
『
法
門
百
首
』
秋
二
一
八

鵜
が
説
為
生
死
長
夜

秋
の
夜
の
あ
く
る
ま
つ
だ
に
あ
る
も
の
を
い
か
に
す
ぎ
に
し
夢
の
中
ぞ
も

か
み
の
文
に
い
ま
だ
ま
こ
と
の
さ
と
り
を
得
ざ
れ
ば
'
つ
ね
に
ゆ
め
の

中
に
あ
り
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
な
り
'
明
け
が
た
き
秋
の
夜
'
つ
く
づ
く

と
お
も
ひ
の
こ
す
事
な
く
、
も
ろ
こ
そ
ま
で
も
か
よ
ヘ
ビ
、
仏
道
を
お

も
ふ
心
は
ま
れ
な
り
、
し
づ
か
に
ね
ぶ
り
を
さ
め
て
こ
こ
ろ
を
寸
ま
む

(
前
略
)
　
あ
づ
ま
ぢ
に
お
も
ひ
立
ち
て
、
逢
坂
の
関
打
ち
こ
ゆ
る
よ
り
'

わ
け
ゆ
く
た
び
ご
ろ
も
日
を
か
さ
ね
て
L
を
れ
ま
さ
り
ー
む
す
ぷ
草
の

枕
も
世
を
へ
て
露
け
き
に
'
八
は
し
の
わ
た
り
も
す
ぎ
、
す
み
だ
川
の

ほ
と
り
ま
で
も
行
き
は
な
れ
ぬ
れ
ば
、
み
や
こ
鳥
に
こ
と
と
ひ
け
む
む

か
し
お
も
ひ
し
ら
れ
て
、
む
さ
し
の
の
草
の
ゆ
か
り
も
む
つ
ま
し
き
の

み
か
は
、

あ
と
に
忍
ぶ
人
は
い
か
な
る
さ
と
の
な
ど
'
は
る
か
な
る
雲
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井
を
思
ひ
や
り
て
'
空
行
く
月
の
め
ぐ
り
あ
は
む
事
、

さ
だ
め
な
き
事

を
り
だ
に
'
こ
の
よ
の
は
か
な
く
す
ぎ
ゆ
く
事
を
お
も
ひ
つ
づ
く

ベ
し

至
　
お
も
は
ぬ
た
び
の
　
そ
ら
に
い
で
て
　
み
や
こ
は
く
も
ゐ
に

り
　
き
み
と
な
が
め
し
　
よ
は
の
月
　
ひ
と
り
み
る
こ
そ

・
『
唯
心
房
集
』
　
八
八
・
一
一
〇

(
月
の
歌
)

な
り
に
け

あ
は
れ
な
れ

‥

N

-

*

*

'

'

-

-

v

-

'

I

　

-

7

'

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

:

-

・

!

'

蝣

;

_

:

サ

j

一

i

t

.

<

-

蝣

蝣

;

蝣

蝣

・

‥
　
　
引
.
'
.
 
"
・
‥
-
"
・
-
:
.
-
;
l
u
j
二

ぶ
り
に
そ
は
ぬ
か
な
し
さ
は
'
い
た
づ
ら
に
む
ね
の
お
も
ひ
を
こ
が
し

て
ー
む
な
し
き
あ
と
に
は
し
ば
し
ば
も
か
げ
と
ど
む
べ
L
と
や
ほ
お
ぽ

ゆ
る
'
　
(
以
下
略
)

一
人
の
み
な
が
む
る
秋
の
つ
も
り
て
ぞ
月
の
あ
は
れ
は
し
ら
れ
は
て
ぬ
る

心
な
ら
ず
ふ
な
で
し
て
t
　
と
は
き
ゐ
な
か
に
す
む
人
を
お
も
ひ
や
り

六
〇
　
あ
か
ず
と
な
が
む
る
　
は
な
の
い
ろ
も
　
し
ぼ
み
て
の
ち
に
は
　
た
れ
か

み
る
　
せ
い
L
が
か
た
ち
を
　
も
た
り
と
も
　
お
い
な
ば
と
な
り
の
　
ひ

と
と
お
な
じ



『
法
門
百
首
』
無
常
・
八
四

-
、
1
†
8

採
花
萱
日
中
能
得
幾
時
鮮

朝
顔
の
日
影
ま
つ
ま
を
さ
か
り
と
ぞ
は
な
め
く
世
こ
そ
哀
な
り
け
れ

劇
封
が
嘘
は
す
こ
し
ふ
り
た
る
い
へ
の
、
は
つ
れ
ゆ
く
す
い
が
い
に
蝋

0
-
1
　
　
て
・
・
-
)
.
・
」
;
'
-
　
司
　
　
　
　
　
　
　
い
i
C
l
'
当
所

う
ば
た
ま
の
わ
が
く
ろ
か
み
や
か
は
る
ら
む
鏡
の
影
に
ふ
れ
る
し
ら
ゆ
き

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
老
人
・
七
二
九

水
は
反
る
夕
な
し
流
年
の
涙
　
花
は
あ
に
重
ね
て
春
な
ら
ん
や
暮
歯
の
粧

ひ
　
」
・
・
*
m
二
品

(
水
無
反
夕
流
年
涙
　
花
宣
重
春
等
歯
粧
尚
書
m
n
i
晶
)

か
し
け
れ
ど
、
日
ざ
し
い
で
ぬ
れ
ば
ま
こ
と
に
見
ど
こ
ろ
な
し
'
ひ
と

の
よ
も
又
か
く
の
ご
と
し
'

は
な
と
さ
か
ゆ
れ
ピ
ー
露
の
い
の
ち
き
え

ぬ
れ
ば
、
蓮
が
本
に
埋
も
れ
て
'
む
な
し
き
あ
と
を
ば
た
づ
ぬ
る
人
や

は
あ
る
'
(
後
略
)

六
六
　
あ
け
ぬ
く
れ
ぬ
と
　
い
ふ
ほ
ど
に
　
我
が
み
は
は
か
な
く
　
お
い
に
け
り

か
が
み
の
か
げ
に
　
ふ
れ
る
ゆ
き
　
み
れ
ば
な
み
だ
も
　
と
ど
ま
ら
ず

・
『
法
門
百
首
』
無
常
・
八
二

浬
奴人

命
不
停
過
於
山
水

瀬
を
は
や
み
い
は
ゆ
く
水
も
よ
ど
み
け
り
な
が
る
る
と
し
の
し
が
ら
み
ぞ

な
き水

無
反
夕
流
年
涙
と
い
へ
る
ふ
る
こ
と
も
お
も
ひ
あ
は
せ
ら
れ
て
、
ま

こ
と
に
な
み
だ
と
ど
め
が
た
き
文
な
り
、

山
川
の
は
や
き
な
が
れ
も
ー

つ
も
る
木
の
葉
に
せ
か
れ
て
'
い
は
ま
に
よ
ど
む
か
た
り
、
な
が
る
る

と
し
な
み
'
し
は
し
と
ど
ま
り
が
た
し

※
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
・
物
名
・
四
六
〇

か
み
や
が
は

つ
ら
ゆ
き

七
〇
　
無
常
お
も
は
ぬ
　
ひ
と
ば
か
り
　
あ
は
れ
は
か
な
き
　
物
は
あ
ら
じ
　
ゆ

き
の
や
ま
な
る
　
と
り
だ
に
も
　
け
ふ
か
あ
す
か
と
　
な
く
と
か
や

・
『
法
門
百
首
』
冬
二
二
七

平
山
之
鳥

夜
を
寒
み
高
ね
の
雪
に
鳴
く
烏
の
あ
し
た
の
ね
こ
そ
身
に
は
し
み
け
れ

到
山
叫
劇
あ
り
'
夜
る
な
き
て
い
は
く
、
寒
苦
わ
れ
を
せ
む
る
'
夜
あ

け
ば
す
つ
く
ら
ん
'
あ
け
て
又
な
く
、
今
日
し
な
む
事
を
し
ら
ず
'
明

日
死
な
む
事
を
し
ら
ず
'
い
か
で
す
を
つ
く
り
て
無
常
の
身
を
や
す
く

せ
む
と
、
心
な
き
鳥
だ
に
も
つ
ね
な
き
世
を
ば
思
ひ
し
る
な
り
、
人
身

を
受
け
な
が
ら
'
い
と
ふ
こ
こ
ろ
な
か
ら
む
こ
そ
は
づ
か
し
け
れ
'
な

さ
け
あ
ら
む
人
'
あ
し
た
の
ね
は
ま
こ
と
に
し
み
ぬ
べ
し

※
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
七
・
雑
中
二
六
五
一
(
『
伊
勢
物
語
』
八
七

z
)

布
び
き
の
た
き
み
に
ま
か
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
中
納
言
行
平

我
が
世
を
ぼ
け
ふ
か
あ
す
か
と
ま
つ
か
ひ
の
な
み
だ
の
た
き
と
い
づ
れ
た

か
け
む

36



七
一
あ
る
に
は
か
な
き
　
も
の
は
よ
な
　
ま
が
き
の
あ
さ
が
ほ
　
の
ぺ
の
つ
ゆ

い
な
づ
ま
か
が
ろ
ふ
　
み
づ
の
あ
わ
　
ゆ
め
よ
ま
ぼ
ろ
し
　
ひ
と
の
い
の

ち

・
『
唯
心
房
集
』
一
四
七
・
1
四
八

無
常
の
心
を
よ
め
る
歌

ぷ
も
あ
れ
ば
-
さ
す
が
に
か
は
る
や
う
に
う
ち
お
ぼ
ゆ
る
を
、
よ
く
お

も
ひ
と
け
ば
す
こ
し
も
た
が
は
ず
あ
る
な
り
'

あ
さ
が
は
の
は
な
に
や
と
れ
る
露
の
身
は
は
か
な
き
う
へ
に
な
ほ
ぞ
は
か

瑚
剖

か
り
の
よ
に
た
と
へ
て
見
れ
ば
山
血
や
~
刊
封
叫
叫
剰
引
も
な
ほ
ぞ
の
ど
け
か

り
け
る

『
法
門
百
首
』
無
常
・
八
四
～
八
六

-
;
-
/

・
.
-
.
.
-
j
↑
‥

釧
劇
の
日
影
ま
つ
ま
を
さ
か
り
と
ぞ
は
な
め
く
世
こ
そ
哀
な
り
け
れ

(
歌
注
省
略
)

Z
*
f
t
川
い

む
す
ぶ
か
ど
み
れ
ば
き
え
ゆ
く
水
面
剖
の
し
ば
し
た
ま
ゐ
る
よ
と
は
し

ら
ず
や

(
歌
注
省
略
)

ォ
>
x
u

如
露
又
如
電
応
作
如
是
観

山
血
瑚
封
面
朝
川
の
程
か
秋
の
田
の
な
び
く
は
ず
ゑ
の
笥
岬
は

野
い
の
ち
と
い
ふ
事
は
'
お
く
れ
さ
き
だ
っ
た
め
L
に
い
ひ
お
け
れ
ど
、

あ
し
た
の
露
は
ひ
か
げ
を
す
ぎ
ず
ー
人
面
画
~
の
功
は
も
も
と
せ
に
お
よ

七
三
　
あ
し
た
の
と
こ
を
　
お
く
る
よ
り
　
ま
く
ら
さ
だ
む
る
　
ゆ
ふ
べ
ま
で

八
万
四
千
の
お
も
ひ
　
あ
り
と
か
や
　
そ
れ
み
な
み
つ
の
　
こ
う
ぞ
か
し

・
『
法
門
百
首
』
秋
二
一
八

唯
K
a

故
仏
説
為
生
死
長
夜

秋
の
夜
の
あ
く
る
ま
つ
だ
に
あ
る
も
の
を
い
か
に
す
ぎ
に
し
夢
の
中
ぞ
も

(
前
略
)

あ
く
る
よ
り
い
と
な
み
等
る
る
ま
で
'
思
ふ
心
は
み
な
三
途

の
業
な
り
'
(
後
略
)

『
法
門
百
首
』
無
常
・
八
八
　
(
『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
九
二
二
五
1
)

不
滅
不
久
燃

煙
だ
に
し
ば
し
た
な
び
け
と
り
べ
山
立
ち
わ
か
れ
に
し
形
み
と
も
み
む

37

(
前
略
)

や
う
や
う
そ
で
の
な
み
だ
も
か
わ
き
'
ま
く
ら
さ
だ
む
る
よ

ひ
も
あ
る
か
と
お
も
ふ
ほ
ど
に
ー
月
日
は
か
な
く
す
ぎ
て
、
あ
り
し
わ

か
れ
の
ほ
ど
に
も
な
り
ぬ
れ
ば
'
(
以
下
略
)

四
　
寂
然
の
歌
か
ら
『
唯
心
房
集
』
=
所
収
今
様
へ
の
可
能
性

以
上
'
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
今
様
と
寂
然
の
歌
と
で
'
表
現
や
雰
囲
気
の
一

致
が
見
ら
れ
る
も
の
を
挙
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
1
致
は
寂
然
作
以
外
の
は
か
の

歌
に
も
若
干
存
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
と
右
の
用
例
と
を
比
べ
て
み
る
と
'
寂

然
の
歌
と
の
一
致
が
そ
れ
ら
よ
り
も
著
し
い
。
ま
た
'
そ
れ
ら
は
寂
然
の
歌
の



よ
う
に
一
人
の
歌
に
集
中
的
に
見
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、

掲
げ
た
用
例
の
中
で
、
特
徴
的
な
も
の
を
中
心
に
見
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
説
明
は
、
前
の
用
例
と
比
べ
な
が
ら
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
用
例

の
中
で
大
半
を
占
め
る
寂
然
の
歌
集
は
、
『
唯
心
房
集
』
I
と
『
法
門
百
首
』

で
あ
る
。
特
に
『
法
門
百
首
』
に
は
釈
教
歌
と
そ
の
歌
注
が
つ
い
て
い
る
の
で
、

I
*
)

歌
意
を
知
る
の
に
役
立
つ
。
こ
の
注
は
寂
然
の
自
注
と
言
わ
れ
て
い
て
'
寂
然

自
身
の
考
え
方
を
知
る
う
え
で
価
値
が
あ
り
、
ま
た
、
平
安
時
代
の
仏
教
信
仰

の
あ
り
方
を
探
る
上
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
歌
集
と
言
え
る
。

考
察
は
'
用
例
の
説
明
を
す
る
に
際
し
て
'
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
行

う
。
第
1
に
、
寂
然
の
歌
か
ら
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
成
立
が
考
え
ら
れ
る
も
の
、

第
二
に
'
寂
然
の
歌
や
歌
注
か
ら
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
成
立
が
考
え
ら
れ
る
も

の
、
第
三
に
、
も
と
の
典
拠
を
用
い
て
'
寂
然
の
歌
と
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
が
そ

れ
ぞ
れ
成
立
し
た
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
寂
然
の
歌
か
ら
『
唯

心
房
集
』
Ⅱ
の
成
立
が
考
え
ら
れ
る
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
四
九
番
(
以
下
は
番
号
だ
け
を
掲
げ
る
)
の
今
様
と
同
じ

く
「
あ
た
ら
よ
の
月
と
ゆ
き
と
を
」
の
フ
レ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
の
は
『
唯
心
房

集
』
I
の
寂
然
の
歌
の
み
で
あ
る
。
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
「
月
と
ゆ
き
と
を
と
」

と
い
う
表
現
は
「
あ
た
ら
よ
の
月
と
ゆ
き
と
を
」
と
い
う
表
現
を
前
提
に
し
な
け

れ
ば
成
り
立
た
な
い
表
現
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
月
と
ゆ
き
と
を
」
と
い
う
表
現
が

『
唯
心
房
集
』
I
に
存
す
る
。
こ
の
寂
然
の
歌
は
'
『
後
撰
和
歌
集
』
の
源
信

明
の
歌
を
本
歌
に
し
て
作
ら
れ
た
歌
で
あ
ろ
う
。
新
古
今
時
代
に
は
本
歌
取
り

が
歌
の
技
法
と
し
て
流
行
し
て
い
た
が
'
寂
然
も
本
歌
取
り
を
好
ん
で
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
実
態
は
寂
然
の
多
く
の
歌
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
歌
の
信
明
の
歌
は
、
『
源
氏
物
語
』
　
の
引
歌
や
'
後
の
歌
集
に
採
ら
れ
る
な

ど
'
大
い
に
人
口
に
胎
灸
し
て
い
た
歌
で
あ
る
。
寂
然
も
こ
の
有
名
な
信
明
の

歌
を
『
唯
心
房
集
』
I
の
歌
に
取
り
入
れ
'
ま
た
、
そ
れ
を
四
九
番
の
今
様
に

取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
1
番
の
今
様
は
'
「
あ
き
の
の
の
は

な
」
の
色
を
「
む
な
し
き
色
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
む
な
し
き
色
」
と
い

う
表
現
を
歌
語
と
し
て
初
め
て
用
い
て
い
る
の
は
'
『
千
載
和
歌
集
』
所
収
の

寂
然
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
『
続
詞
花
和
歌
集
』
や
『
月
詣
和
歌
災
J
I
　
『
定

家
八
代
抄
』
な
ど
に
採
ら
れ
る
な
ど
、
歌
界
で
の
評
価
が
高
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
四
五
番
今
様
の
「
よ
も
に
こ
の
は
は
ち
り
ま
が
ひ
」
の
表
現
は
'
『
唯
心
房

集
』
I
の
ほ
か
に
そ
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
唯
心
房
集
』
　
I

は
寂
然
と
知
人
と
の
贈
答
歌
で
あ
る
が
、
両
歌
は
「
よ
も
の
こ
の
は
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
し
て
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
用
例
は
ま
さ
に
寂
然
の
歌
が
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
に
影
響
し
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
は
、
寂
然
の
歌
や
歌
注
か
ら
『
唯
心
房
先
』
Ⅲ
の
成
立
が
考
え
ら
れ
る
も

の
を
見
る
。
四
七
番
の
今
様
の
典
拠
を
'
『
和
漢
朗
詠
集
』
　
の
自
店
易
の
詩
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
'
こ
の
今
様
'
或
い
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
　
に

近
い
表
現
が
ー
寂
然
の
　
『
法
門
百
首
』
　
の
歌
注
に
も
見
え
る
。
寂
然
は
『
和
漢

朗
詠
集
』
　
の
表
現
を
好
ん
で
和
歌
や
彼
の
文
学
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
挙
げ
た

三
つ
の
用
例
を
を
比
べ
て
み
る
と
、
四
七
番
の
今
様
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
　
の

表
現
よ
り
『
法
門
百
首
』
　
の
表
現
に
近
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
『
和
漢
朗
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詠
集
』
を
『
法
門
百
首
』
が
取
り
入
れ
、
ま
た
そ
れ
を
四
七
番
の
今
様
が
取
り

入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
五
二
番
の
今
様
の
歌
詞
に
は
、
『
唯
心

房
集
』
I
の
二
首
の
歌
を
凝
縮
し
た
趣
が
あ
る
。
ま
た
'
そ
の
こ
と
は
寂
然
の

『
法
門
百
首
』
の
歌
注
に
も
表
れ
て
い
る
。
『
法
門
百
首
』
の
歌
注
に
は
『
伊

勢
物
語
』
の
東
下
り
を
連
想
す
る
雰
囲
気
が
あ
る
。
こ
れ
を
念
頭
に
入
れ
て
五

二
番
の
今
様
を
見
る
と
、
五
二
番
の
今
様
は
『
伊
勢
物
語
』
の
東
下
り
を
下
敷

き
に
し
、
『
唯
心
房
集
』
の
歌
を
取
り
入
れ
た
今
様
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
次
に
七
〇
番
の
今
様
を
見
て
み
よ
う
。
詞
書
や
歌
注
の
　
「
雪
山

の
鳥
」
は
、
雪
山
(
ヒ
マ
ラ
ヤ
)
に
住
む
と
言
わ
れ
る
伝
説
上
の
鳥
で
、
文
学
作

(
-
o
)

品
の
中
に
は
『
平
家
物
語
』
に
「
寒
苦
烏
」
と
い
う
表
現
と
し
て
、
ま
た
、
『
撰

:
^
d
:

集
抄
』
に
は
「
雪
山
の
鳥
の
心
ち
し
て
」
と
い
う
表
現
と
し
て
出
て
く
る
、
仏
教

的
な
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
法
門
百
首
』
よ
り
も
後
に
成
立
し

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
'
「
雪
山
の
鳥
」
を
文
学
に
取
り
入
れ
た
の
は
'
管
見
に

入
っ
た
も
の
の
中
で
は
寂
然
が
最
初
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
表
現

が
七
〇
番
の
今
様
に
見
え
る
の
は
、
七
〇
番
の
今
様
が
寂
然
自
作
の
も
の
で
あ

る
可
能
性
の
一
つ
の
証
左
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
は
、
も
と
の
典
拠
を
用
い
て
寂
然
の
歌
と
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
が
そ
れ
ぞ
れ

成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
見
る
。
三
1
1
番
の
今
様
の
、
「
た
ち
う
き
は

な
」
　
の
形
で
見
ら
れ
る
初
見
は
'
寂
然
よ
り
や
や
遅
い
藤
原
定
家
の
歌
で
あ
る
0

し
か
し
、
違
っ
た
形
の
も
の
と
し
て
は
'
『
源
氏
物
語
』
若
紫
の
尼
君
の
歌
に
、

「
ま
こ
と
に
や
花
の
あ
た
り
は
立
ち
う
き
と
か
す
む
る
空
の
け
し
き
を
も
見
む
」

と
あ
っ
て
'
「
た
ち
う
き
は
な
」
の
発
想
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
三
二
番

の
今
様
や
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
歌
は
ー
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
を
基
に
し

て
成
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
三
二
番
の
今
様
は
、
『
和
漢
朗
詠

集
』
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
形
を
取
り
'
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
歌
は
'
『
和

漢
朗
詠
集
』
の
詩
句
を
う
ま
い
具
合
に
取
り
入
れ
て
、
和
歌
独
自
の
も
の
に
仕

上
げ
て
い
る
。
次
に
四
四
番
の
今
様
で
あ
る
が
、
『
唯
心
房
集
』
I
の
三
首
は
・

『
古
今
和
歌
集
』
の
御
春
有
助
の
歌
を
本
歌
に
し
て
作
っ
た
連
作
の
和
歌
と
考

え
ら
れ
る
。
歌
の
雰
囲
気
や
使
わ
れ
た
表
現
な
ど
が
同
一
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
四
番
の
今
様
で
は
有

助
の
歌
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
摂
取
し
て
'
今
様
と
し
て
成
立
さ
せ
て
い
る
。
こ

れ
は
三
二
番
の
今
様
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
取
り
と
同
一
パ
タ
ー
ン
と
言
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
に
四
六
番
の
今
様
で
あ
る
が
'
こ
れ
は
明
ら
か
に
『
拾

遺
和
歌
集
』
の
曾
禰
好
忠
の
歌
を
典
拠
に
し
て
作
ら
れ
た
今
様
と
言
え
る
。
稿

者
は
『
唯
心
房
集
』
I
の
五
八
番
歌
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
み
る
。
「
荻
の

菜
が
そ
よ
い
で
も
今
は
(
あ
の
人
が
来
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
)
何
も
放
か

な
い
。
あ
の
人
が
草
を
分
け
て
私
の
所
を
訪
れ
る
習
い
な
ど
が
な
か
っ
た
の
だ

か
ら
」
。
し
か
し
ー
こ
の
『
唯
心
房
集
』
I
の
歌
に
は
'
恋
人
の
訪
れ
を
待
っ

て
い
る
私
が
あ
り
ー
ま
た
'
な
か
な
か
訪
れ
て
く
れ
な
い
人
に
対
し
て
半
ば
あ

き
ら
め
の
境
地
に
達
し
た
私
の
気
分
が
あ
る
。
好
忠
の
歌
に
も
'
恋
す
る
人
を

待
っ
て
い
る
私
と
な
か
な
か
訪
れ
て
く
れ
な
い
人
に
対
す
る
恨
み
が
あ
り
ー
そ

の
恨
み
は
い
つ
も
期
待
外
れ
に
し
て
し
ま
う
風
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
詠
み
手
の
気

分
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
聖
ハ
番
の
今
様
で
は
'
好
忠
の
歌
の
表
現
を
借

り
て
い
る
が
、
「
秋
風
」
を
『
唯
心
房
集
』
I
の
「
荻
の
葉
風
」
と
し
て
取
り
入
れ
、

39



恋
の
気
持
ち
の
あ
る
今
様
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
同
じ
典
拠

を
用
い
て
成
立
さ
れ
た
寂
然
の
歌
と
今
様
で
あ
る
が
、
今
ま
で
見
て
き
た
グ
ル

ー
プ
の
よ
う
に
'
こ
れ
ら
の
用
例
に
も
寂
然
の
歌
1
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
図

式
が
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
今
様
に
は
、
原
拠
を
摂
取
す
る
に
あ

た
っ
て
ー
寂
然
の
歌
を
介
在
し
て
'
寂
然
の
歌
に
近
い
表
現
の
今
様
に
し
た
り
'

寂
然
の
歌
と
は
違
う
表
現
の
今
様
に
し
た
り
す
る
な
ど
'
原
拠
摂
取
に
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
お
も
し
ろ
い
趣
向
の
今
様
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
は
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
　
わ
　
U
　
に

『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
に
つ
い
て
ー
当
初
は
寂
然
自
作
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
説

が
主
流
で
あ
っ
た
。
が
、
後
に
段
々
寂
然
自
作
の
可
能
性
が
薄
れ
て
、
寂
然
自

作
の
今
様
や
愛
唱
歌
で
は
な
い
か
と
い
う
論
に
展
開
し
、
最
近
で
は
、
寂
然
の

愛
唱
歌
を
集
め
た
集
で
あ
ろ
う
と
す
る
流
れ
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
稿
者
は
'
こ
の
流
れ
の
ま
ま
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
'
と
い
う
疑
問
を
感
じ
る
。

『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
釈
教
歌
が
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
入
集

歌
選
定
の
時
点
で
す
で
に
成
立
し
て
お
り
'
選
歌
の
資
料
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
'

ま
た
『
唯
心
房
集
』
Ⅲ
に
は
'
『
唯
心
房
集
』
I
と
非
常
に
近
い
趣
向
の
表
現
'

な
い
し
近
い
雰
囲
気
の
も
の
が
'
今
ま
で
見
て
き
た
通
り
多
く
存
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
'
そ
の
よ
う
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
体
鼓
面
か
ら
も
'
『
唯
心

房
集
』
-
・
Ⅱ
は
'
と
も
に
部
立
を
設
け
ず
'
四
季
・
恋
・
別
・
無
常
・
釈
教
、

と
い
っ
た
体
裁
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
集
の
名
称
が
『
唯
心
房
集
』

で
あ
る
こ
と
も
ー
こ
れ
ら
の
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
.
こ

の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
が
寂
然
自
作
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

否
定
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
に
つ
い
て
、
寂
然
自

作
の
可
能
性
が
薄
れ
て
き
て
い
る
現
状
を
見
直
し
た
い
t
　
と
い
う
気
持
ち
か
ら

進
め
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

今
回
取
り
上
げ
た
用
例
や
そ
の
考
察
は
'
寂
然
の
歌
の
み
に
深
い
か
か
わ
り

を
持
つ
も
の
も
あ
れ
ば
、
寂
然
の
歌
の
み
と
限
定
し
が
た
い
も
の
も
存
在
し
て

い
る
の
で
、
す
べ
て
寂
然
の
も
の
か
ら
I
　
と
い
う
こ
と
は
言
い
難
い
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
言
え
る
こ
と
は
'
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
所
収
今
様
の
詞
章
の
表

現
や
雰
囲
気
に
近
い
和
歌
を
検
出
し
て
見
る
と
'
ほ
か
の
歌
人
の
歌
よ
り
も
'

寂
然
の
歌
に
近
い
も
の
が
数
も
多
く
'
表
現
や
雰
囲
気
の
1
致
も
著
し
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
が
寂
然
自
作
の
も
の
で
あ
る
可
能

性
を
示
唆
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
初
に
挙
げ
た
諸
論
で
、
『
唯

心
房
集
』
Ⅱ
が
寂
然
自
作
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
要
因
と
し
て
挙
げ

て
い
る
'
『
梁
塵
秘
抄
』
所
収
の
今
様
と
重
複
す
る
も
の
は
ー
一
首
に
過
ぎ
な

-
�
"
>

い
。
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
の
五
〇
首
の
う
ち
ー
1
首
が
重
複
す
る
か
ら
と
言
っ
て

寂
然
自
作
の
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
か
え

っ
て
'
そ
の
一
首
の
作
者
と
し
て
寂
然
の
可
能
性
も
浮
上
し
て
く
る
の
で
は
な

Uasy.

か
ろ
う
か
。

『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
に
は
'
寂
然
の
歌
と
表
現
が
酷
似
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ー

『
法
門
百
首
』
　
の
歌
や
歌
注
に
酷
似
し
て
い
る
も
の
も
多
く
存
し
て
い
る
。
こ

の
他
に
、
寂
然
以
外
の
歌
を
典
拠
に
し
て
い
る
も
の
も
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
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典
拠
を
、
寂
然
も
歌
の
中
で
用
い
て
お
り
'
そ
の
用
い
方
は
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ

に
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
根
拠
の
す
べ
て
が
『
唯
心
房
集
』
Ⅲ

の
作
者
と
し
て
寂
然
を
比
定
す
る
決
定
的
な
証
拠
と
な
る
と
は
言
い
難
い
か
も

知
れ
な
い
が
'
も
う
1
度
考
え
直
す
余
地
が
あ
る
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔注〕
(
-
)
　
『
唯
心
房
集
』
I
・
Ⅱ
の
名
称
に
関
し
て
は
、
『
私
家
集
大
成
』
　
の
解

題
に
拠
っ
た
。
『
私
家
集
大
成
』
に
は
、
関
戸
本
を
祖
本
と
す
る
'
岡
山

大
学
本
・
高
松
宮
本
・
彰
考
鰭
本
を
「
唯
心
房
袋
I
」
と
L
t
穂
久
迩
文
庫

本
に
代
表
さ
れ
る
抄
出
本
も
　
『
異
本
寂
然
法
師
集
』
を
「
唯
心
房
集
Ⅲ
」
と

し
て
い
る
。

(
2
)
　
玉
井
幸
助
氏
「
大
原
の
三
寂
と
三
人
の
姉
妹
」
　
『
撃
苑
』
文
学
と
家
政
、

昭
　
　
o
o
)
。

(
3
)
森
本
元
子
氏
『
私
家
集
と
新
古
今
集
』
　
(
昭
5
-
-
<
　
明
治
書
院
)
0

(
4
)
武
田
容
子
氏
「
常
磐
三
寂
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
-
　
寂
然
を
中
心
と
し

て
I
」
　
(
『
立
正
大
学
日
本
文
学
』
二
十
三
号
、
昭
　
　
ォ
)
。

(
5
)
　
川
上
新
一
郎
氏
「
『
法
門
百
首
』
の
考
察
」
　
『
王
朝
の
歌
と
物
語
　
(
国

文
学
論
叢
新
集
)
』
　
1
　
(
慶
磨
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
全
編
　
昭
5
・
4

桜
楓
社
)
。
そ
の
ほ
か
に
'
三
角
洋
1
氏
の
「
『
法
門
百
首
』
の
法
文
越

を
め
ぐ
っ
て
　
-
　
天
台
浄
土
教
思
想
の
輪
郭
　
-
　
」
　
(
『
東
京
大
学
教
養

学
部
　
人
文
科
学
科
人
文
科
学
科
紀
要
』
第
9
t
輯
'
平
2
・
3
)
な
ど
看

<V.照。

(
6
)
　
『
和
歌
大
辞
典
』
「
寂
然
」
の
項
参
照
。

(
7
)
　
『
梁
塵
秘
抄
』
以
外
の
今
様
集
の
本
文
は
'
『
続
日
本
歌
謡
集
成
』
巻

1
　
中
古
編
　
(
新
聞
進
1
編
　
東
京
堂
出
版
)
　
を
参
照
。

(
8
)
　
『
唯
心
房
集
』
Ⅱ
本
文
、
『
法
門
百
首
』
　
の
歌
及
び
歌
注
の
本
文
や
和

歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
依
っ
た
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
　
の
本
文

の
引
用
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
本
に
依
っ
た
。
以
下
同
じ
。

(
9
)
　
注
5
参
照
。

(
2
)
　
『
平
家
物
語
』
巻
第
九
「
生
ズ
キ
ノ
沙
汰
」
に
ー
「
た
ゞ
平
家
の
人
々
は
'

い
つ
も
氷
に
と
ぢ
こ
め
ら
れ
た
る
心
ち
し
て
'
寒
苦
鳥
に
こ
と
な
ら
ず
」

と
あ
る
。

(
‖
)
　
『
撰
集
抄
』
第
九
・
江
口
遊
女
歌
事
。

(
1
)
　
『
梁
塵
秘
抄
』
と
重
視
し
て
い
る
1
首
は
、
三
六
番
で
あ
る
。

池
の
涼
し
き
汀
に
は
'
夏
の
形
こ
そ
無
か
り
け
れ
'
木
高
き
松
を
吹

く
風
の
声
も
秋
と
ぞ
聞
こ
え
ぬ
る
ー
　
(
『
梁
塵
秘
抄
』
四
三
四
)

(
2
)
　
『
梁
塵
秘
抄
閑
吟
集
狂
言
歌
謡
』
　
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
で
は
'

こ
の
歌
の
作
者
と
し
て
寂
然
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。

-
　
ク
・
へ
ギ
ョ
ン
'
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
　
-

.ll




